
開催日時

開催場所 3階　301教室　（札幌市中央区北１条西９丁目３-４）

出席者 ①学校関係者評価委員

②学園関係者　

       評議員本部長　岩村　勇

　　　学校長　池田　尚志（欠席）

　　　事務局長　山口　敦

　　　事務部長　放生　和朗

　　　教務部長代理　白山　かがり

　　　学科長　岩渕　太秀

　　　学科長　大澤　慶太

　　　安田　弥希　(議事録担当)

議事録 　司会進行：放生

議題

１．　運営本部長挨拶

２．　事務局長挨拶

３．　委員紹介

各委員と職員の紹介

４グループに分かれてアテンド

評価表をお持ち帰りの方は5/31までに提出。評価表にはお名前を記入

次回来年5月下旬

石山さん…2点質問
美容校の学生が増えた理由→競合する中で進路相談（高校生と一対一）研修で見直し、学科のカリキュラムの見直しにより他校との違いをしっかり理解
してカウンセリングを行う。地方の学生に向けて出張ガイダンスや相談会を実施。来年度が大事。
美と食の統合どのように→一緒になったことのメリット。連携カリキュラムはこれから模索。行事を合同で実施。製菓調理のディスカバリープログラムに美
容学生が、美容の特別授業に製菓の学生が出席できるような取り組み。

塚本町内会長…第4町内会では学生さんたちもきちんとしていて、これからも地域連携していきたい。学生が地域清掃を実施する予定なのでスケジュー
ルについても連動できるようにしたい

佐藤さん…1期生のころはあまり美容製菓を越えての交流がなかったので、新しい校舎になってより良い関係を作ってほしい

６．　次回開催予定時期の案内

佐藤　明彦（バリエ札幌店店長）、高橋　知宏（札幌サテライトキャンパス　キャンパス長）、塚本　澄雄札幌市中央地区町
内会連合会　第四町内会長）、石山 美彌子（株式会社　クリエイティブオフィスキュー）

学校長池田が所用により欠席のため、代理で岩村さんよりご挨拶
4月から2校一緒の校舎での運営が始まった。20年前美容衛生専門学校からスタート→2005年美容校が大通に
シナジー（相乗効果）を強めていきたい。建学の理念を体現する学校づくりを目指す。４つの信頼（業界地域の意見）が反映された学校運営を行っていくた
めの今日の集まりにしたい。

昨年度の両校の運営に関して自己点検、自己評価をお願いする。
職業実践専門課程の学科の特徴をリーフを使って説明。
学校関係者評価委員会について、自己点検自己評価をもとに委員の皆様へ評価をお願いしたい。
後に情報公開を行います。

業務システムを導入し広報→教育→就職を一元管理
Microsoft　TeamsやSharePointを学生連絡に活用。DX推進委員を配置して業務のDX化を進めている。
Zoomでのオンライン授業をコロナの際に利用し「学びを止めない」授業を実施
Garoon、勤怠システム、精算システムなどを活用することで職員の業務効率化を図っている

教育の成果…美容については退学率が12%という厳しい結果。持病の悪化、メンタル不調による学業継続の困難
製菓については4.9％
2023年度は2校とも４％台を目指す

高橋キャンパス長…我々の高等学校教育にも参考になりました。進路アドバイザーの資格とはどのようなものか
入職した職員にはカウンセリング研修を実施、職階、年数に応じて進路アドバイザー研修やキャリア教育カウンセラー研修などを実施している

就職…卒業時に未内定だった学生も本日内定をいただき100%に。

学生支援…ファイナンシャルアドバザー（奨学金・学費サポート）、進路アドバイザー（専門学校進学後に進路変更を希望する学生の相談）、専門的なス
クールカウンセラーの配置、学生寮との連携、キャリアセンターによる生涯支援（転職相談）

教育環境（防災）…年1回の防災訓練、安否確認システム、危機管理マニュアルを今年度改訂、これから職員でも周知を行う
事故、事件、感染症、ミサイル発射情報、記者会見への対応が追加されている

学生募集と受け入れ
美容…252名、製菓…106名　新入学

法令等の順守…個人情報トラストeを毎年全スタッフが受講

2023年度 第１回　学校関係者評価委員会 議事録

2023年5月23日(火)  学校関係者評価委員会　13:00～14:45

　　― 校舎見学 ―　

４．　2022年度の自己評価(中項目）内容

５．　質疑応答　

美容校の国試合格率87.5％
製菓校のWライセンス　100%
国家資格はその資格がないと職業に付けない。そのため2023年度100%合格を目指す

議事録

組織目的
「最新の美容・ファッションをひとり一人に」
「食を総合的に学べる学校」
小中学生を対象とした教室で分野を目指す人材を掘り起こす。統合による新しい価値

運営体制
広報センター、学生支援センター（学費、教務事務の統合）事務部門は2校両方を担当

教務は美容、製菓で分かれているが新しい価値の創造を図る


